
 都立病院は400億円の赤字と報道され、都議会

でも議論になっています。しかし、東京都は赤字と

は言っていません。 

 一般会計からの繰入金約400億円は、都予算の

たった0.5%です。都民が求めている不採算・困難医

療や地域で必要としている医療を政策的に実施す

るために必要なのです。 

 このことは都立病院だけでなく全国の公立病院に

も求められており、公立でなければできません。 

400億円は赤字

じゃあないのネ。 

グラフのとおり大

事な医療に使われ

ているんですネ。 

 小池知事は19年12月の都議会冒頭で突然、８つ

の都立病院を直営から外し、6つの公社病院とと

もに独立行政法人化すると表明。都は「今までど

おりの医療提供と、そのために都の財政を使う」

と言っています。しかし、地方独立行政法人にな

ると… 

◉ 基本的に「独立採算」なので患者・利用者負担    

 が増えることになります。 

◉ 都立病院の医療と役割が低下することが心配さ  

 れます。 

◉ 都立病院で働く医師、看護師などの労働条件の 

 低下が起こります。 

都立病院の地方独立行政法人化に反対し、 

         地域医療の充実を求めま

一般会計からの繰入金の使いみち 

(平成29年度決算） 

 署名にご協力ください！ 
署名用紙は当会のホームページからもダウンロードでき

ます。東京の医療、全国の地域医療を守りましょう.。 

直 営  都は独立行政法人化についてデメ

リットはないとしており、都の財政

負担は減るとしていますが、本当に

そうでしょうか。 

神奈川では…  

 5つの病院を運営して10年が経過する神奈川県で

は、県の運営費負担金が33億円減らされ、25億1200万

円の赤字となり危機的状況に陥りました。県の運営

費交付金132億円が33億円も削減されたことが大きな

原因です。 

大阪では…  

 2006年に都道府県立病院で全国初、5病院を独法

化し、「成功モデル」されている大阪府では、職員

の人件費は大幅に削減され、患者・利用者負担が増

えました。独法化初年度には17.2億円もの収支改善

がされましたが、職員の給与費が同じく17.2億円

減っています。黒字分はすべて職員と患者・利用者

を犠牲にしたものでした。これが本当に「成功モデ

ル」でしょうか。 

 3月9日の都議会予算特別委員会で、独法化の問題

点を追及された小池知事は答弁を逃

げ回りました。 

 しかも、都議会冒頭での独法化発

言など、まったく決済を取っていな

いことも明らかに。「丁寧に進め

る」と言いながら、手続き上の矛盾



都立病院と公社病院が 
果たしている役割は… 

 

公社病院の病床数 

 

  

 
 ） 

 厚労省は全国の公立病

院や公的病院のうち４２４

病院を「再編・統合」が必

要だとして公表しました。

(2019年9月26日） 

さらに2020年1月17日には

これを見直し、４４０病院としました。 

 この中身は、地域の人々にとっていのちのよりどころと

なっている病院ばかりであり、乱暴でずさんな内容です。 

 このままでは公立・公的病院がなくなってしまい地域医

療が崩壊します。 

都立病院の充実を求める連絡会 
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・ 都立神経病院  

・ 国保町立八丈病院  

・ 奥多摩町国保奥多摩病院  

・ 区立台東病院  

・ 東大医科学研究所附属病院 

・ 済生会向島病院 

・ 東京城東病院 

  （地域医療機能推進機構） 

・ 国立病院機構村山医療センター 

・ 国家公務員共済九段坂病院 

東京でも９病院が対象に 


